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�
東
方
�
二
九
七
号
よ
り

版
本
学
の
粋
�

そ
し
て
古
籍
流
動
史
へ

高
橋　

智�
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
�

　

最
近
�
中
国
で
夥
し
く
出
版
さ
れ
る
古
籍
目
録
類
や
書
誌
学�
版

本
学
�
関
係
の
研
究
論
著
は
�
本
来
な
ら
ば
�
逐
次
そ
の
価
値
を
定

め
�
紹
介
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
�
玉
石
混
交
と
は

い
え
�
う
�
か
り
買
い
逃
し
て
し
ま
う
と
後
々
の
研
究
に
支
障
を
来

す
も
の
が
少
な
く
な
い
か
ら
で
あ
る
�
本
書
は
�
米
国
カ
リ
フ
�
ル

ニ
ア
州
立
大
学
バ
�
ク
レ
イ
校
所
蔵
の
漢
籍
善
本
の
解
題
目
録
で
あ

る
�
所
載
の
善
本
は
清
乾
隆
年
間
・
一
七
九
五
年
以
前
の
印
本
写
本

を
主
と
し
て
い
る
�
ハ
�
バ
�
ド
大
学
ハ
�
バ
�
ド
燕
京
図
書
館
の

中
文
善
本
解
題
目
録�
沈
津
編
・
一
九
九
九
・
上
海
辞
書
出
版
社
�

と
姉
妹
編
を
為
す
�
遡
れ
ば
�
王
重
民�
一
九
〇
三
�
一
九
七
五
�

の�
中
国
善
本
書
提
要
�
�
一
九
八
三
・
上
海
古
籍
出
版
社
��
屈
万

里�
一
九
〇
七
�
一
九
七
九
�
の
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
中
文
善
本
書

目�
一
九
七
五
・
芸
文
印
書
館
�
と
も
類
を
為
す
も
の
と
言
え
よ
う
�

い
ず
れ
も
�
中
国
目
録
学
で
�
姚
名
達
ら
の
称
す
る
第
一
類
の
目
録

で
�
編
目
・
解
題
を
備
え
た
漢
の
劉
向�
七
略
�
以
来
の
伝
統
を
守

る
超
級
の
学
術
成
果
で
あ
る
�
歴
史
を
振
り
返
れ
ば
�
宋
の
晁
公
武

�
郡
斎
読
書
志
��
清
の�
四
庫
提
要
��
天
禄
琳
琅
書
目
�
に
相
当
し
�

�
弁
章
学
術
・
考
鏡
源
流
�
�
清
の
章
学
誠�
校
讎
通
義
�
の
語
で
�

分
類
・
編
目
を
見
れ
ば
書
物
の
学
術
・
歴
史
的
意
義
が
明
瞭
に
理
解

さ
れ
る
こ
と
�
を
体
現
し
た
も
の
と
も
言
え
る
�
解
題
の
性
格
は
テ

キ
ス
ト
研
究
�
即
ち
版
本
鑑
定
に
精
審
で
�
張
元
済�
涵
芬
楼
燼
余
書

録
���
張
元
済
古
籍
書
目
序
跋
彙
編
�
張
人
鳳
編
・
二
〇
〇
三
・
商

務
印
書
館
に
収
載
��
潘
祖
蔭�
滂
喜
斎
蔵
書
記
��
清
光
緒
間
潘
氏
刊

本
�
一
九
八
五
・
揚
州
古
籍
出
版
社
影
印
��
王
文
進�
文
禄
堂
訪
書

記
��
一
九
四
二
・
王
氏
排
印
��
傅
増
湘�
蔵
園
群
書
題
記
��
一
九

八
九
・
上
海
古
籍
出
版
社
�
等
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
�

　

編
者
の
陳
先
行
氏
は
上
海
図
書
館
の
研
究
員
�
沈
津
氏
と
と
も
に

顧
廷
龍
門
下
の
双
璧
で
あ
る
�
版
本
研
究
は
実
際
の
原
本
の
比
較
調

査
が
最
も
重
要
で
�
愚
直
な
徒
労
が
思
い
も
懸
け
ぬ
発
見
を
呼
ぶ
�

そ
し
て
�
こ
の
目
的
と
方
法
を
身
に
付
け
た
人
が
著
す
解
題
目
録

は
�
安
心
し
て
使
え
る
�
後
世
を
誤
ら
す
こ
と
も
な
い
�
し
か
し
�

そ
の
作
業
を
学
問
研
究
の
域
ま
で
高
め
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な

い
�
バ
�
ク
レ
イ
の
善
本
に
は
宋
・
元
版
と
て
少
な
く
�
明
・
清
の

版
本
が
圧
倒
的
に
多
い
�
解
題
を
書
く
ほ
ど
で
は
な
い
と
言
う
意
見

が
一
般
的
な
が
ら
�
本
書
は
�
実
は
�
明
・
清
の
版
本
の
解
明
が
�

書
物
文
化
研
究
に
と
�
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
こ
と
を
実
証
し
た
労

作
な
の
で
あ
る
�
陳
氏
は
数
カ
月
現
地
に
滞
在
し
�
調
査
資
料
を
上
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陳
先
行
編

�
伯
克
莱
加
州
大
学
東
亜
図
書
館
中
文
古
籍
善
本
書
志
�

二
〇
〇
五
年
・
上
海
古
籍
出
版
社
・
八
�
二
九
五
円
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海
に
持
ち
帰
り
�
版
本
研
究
の
宝
庫
で
あ
る
上
海
図
書
館
の
資
料
を

駆
使
し
て
�
比
較
調
査
に
数
年
の
歳
月
を
費
や
し
た
�
こ
の
点
で
は

姉
妹
編
を
更
に
上
回
る
内
容
と
な
�
た
�
こ
う
し
た
作
業
は
�
き
た

な
い
表
現
だ
が
�
反
吐
を
吐
く
ほ
ど
の
緊
張
と
疲
労
を
伴
う
�
実

際
�
陳
氏
は
こ
の
間
�
胃
か
ら
出
血
し
た
と
い
う
�
ま
さ
に
�
心
血

を
注
い
で
版
本
学
に
貢
献
し
た
わ
け
で
あ
る
�
恐
ら
く
は
�
本
書

が
�
現
代
の
版
本
学
の
最
高
水
準
を
示
す
解
題
目
録
で
�
今
後
�
私

ど
も
が
後
続
の
成
果
を
為
し
て
い
く
場
合
の
指
標
と
な
る
こ
と
は
間

違
い
が
な
い
�

　

目
録
の
著
録
は
�
著
者
・
刊
年
等
�
一
行
の
記
述
に
そ
の
書
の
意

義
を
反
映
さ
せ
る
大
変
困
難
な
学
問
で
あ
る
�
例
え
ば
�
本
書
の
劈

頭
に
あ
る�
九
経
�
に
つ
い
て
��
明
秦
鏷
訂
正　

明
崇
禎
一
三
年
秦

氏
求
古
斎
刻
本
�
と
著
録
す
る
が
�
こ
こ
に
深
い
意
味
が
あ
る
�
即

ち
�
康
煕
の�
無
錫
県
志
�
に�
訂
正
九
経
�
と
記
し
て
あ
る
こ
と
�

秦
氏
の
本
版
自
序
に�
�
不
揣
�
爰
取
九
経
重
加
訂
正
�
略
其
疏
義
�

存
厥
本
文
�
字
句
之
間
�
頗
攻
讎
較
�
越
六
載
�
始
克
竣
事
�
と
も

あ
�
て
�
本
書
の
成
立
に
苦
心
し
た
秦
�
の
貢
献
は
特
に
顕
彰
す
る

べ
き
と
し
て
�
�
明
秦
�
訂
正
�
を
加
え
た
の
で
あ
る
�
そ
こ
で
�

�
中
国
古
籍
善
本
書
目
��
一
九
八
五
�
一
九
九
六
・
上
海
古
籍
出
版

社
�
に
こ
の
記
述
が
無
い
こ
と
を
不
満
と
し
て
い
る
�
更
に
�
版
本

に
関
し
て
�
本
版
を
忠
実
に
覆
刻
し
た
清
の
観
成
堂
刻
本
が
存
在
す

る
こ
と
を
注
意
す
る
�
観
成
堂
本
は
し
ば
し
ば
そ
の
封
面�
図
参
照
�

を
除
去
し
て
求
古
斎
本
を
名
乗
る
の
で
�
鑑
定
に
は
十
分
な
調
査
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
�
こ
の
よ
う
に
�
初
印
・
後
印
や
増

刻
・
修
訂
な
ど
�
ま
た
そ
れ
に
よ
�
て
生
じ
る
内
容
上
の
差
異
に
つ

い
て
の
�
明
・
清
の
版
本
に
多
く
見
ら
れ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
�
誠

実
に
分
か
る
範
囲
で
考
証
を
加
え
て
い
る
点
は
学
術
レ
ベ
ル
の
高
さ

を
示
す
証
で
あ
る
�

　

と
こ
ろ
で
�
編
者
の
陳
氏
に
と
�
て
本
書
で
特
筆
し
た
か
�
た
の

は
�
本
館
に
も
清
の
翁
方
綱�
一
七
三
三
�
一
八
一
八
�
の
手
稿
本
が

所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
��
易
附
記
��
詩
附
記
�
な
ど
の
未
定
稿
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『九経』観成堂本の封面

『九経』観成堂本（覆刻） 『九経』求古斎本
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を
今
次
�
発
見
し
た
こ
と
で
あ
る
�
陳
氏
は
か
つ
て
�
澳
門�
マ
カ

オ
�
中
央
図
書
館
で
翁
氏
の
稿
本
一
批
を
発
見
�
そ
の�
四
庫
提
要

稿
�
を
杭
州
富
陽
古
籍
印
刷
廠
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
影
印
し
た
経
緯

が
あ
り
�
再
び
米
国
の
地
で
翁
稿
に
出
会
�
た
縁
を
強
調
し
な
い
わ

け
に
は
い
か
な
い
�
そ
し
て
�
そ
の
翁
稿
の
原
所
蔵
者
と
い
え
ば
�

マ
カ
オ
も
バ
�
ク
レ
イ
も
�
共
に
�
清
末
民
国
の
著
名
な
蔵
書
家
�

嘉
業
堂
劉
承
幹�
一
八
八
二
�
一
九
六
三
�
な
の
で
あ
�
た
�
嘉
業
堂

の
旧
蔵
か
ら
今
日
の
マ
カ
オ
現
蔵
に
至
る
歴
史
は
影
印�
四
庫
提
要

稿
�
の
陳
氏
の
解
説
に
詳
し
い
�
こ
う
し
た
わ
け
で
�
バ
�
ク
レ
イ

の
古
籍
善
本
の
主
要
な
部
分
は
殆
ど
が
嘉
業
堂
の
旧
物
と
言
�
て
も

過
言
で
は
な
い
�
そ
れ
は
�
旧
蔵
印
を
き
ち
ん
と
著
録
し
て
あ
る
こ

と
に
よ
�
て
分
か
る
事
実
で
あ
る
�

　

と
こ
ろ
が
�
今
回
�
私
が
特
に
関
心
を
持
�
た
の
は
�
こ
の
嘉
業

堂
の
旧
蔵
と
並
ん
で
�
本
館
の
主
要
な
も
の
を
占
め
る
の
が
�
日
本

の
近
代
漢
詩
人
�
今
関
天
彭
の
旧
蔵
書
で
あ
る
�
と
い
う
こ
と
で

あ
�
た
�
私
は
近
年
�
安
井
息
軒
や
根
本
通
明
な
ど
近
代
漢
学
者
の

旧
蔵
書
を
調
査
し
�
ま
た
中
国
の
音
韻
学
者
・
趙
蔭
棠
な
ど
の
特
殊

な
蔵
書
と
学
者
の
関
わ
り
を
研
究
し
�
旧
蔵
書
の
復
元
に
よ
る
古
典

籍
の
流
動
史
と
い
う
分
野
を
確
立
す
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
�
こ

の
研
究
は
�
例
え
ば
�
最
近
大
陸
で
も
�
先
年
�
国
家
図
書
館
が
購

入
し
た
民
国
時
代
の
大
蔵
書
家
・
陳
澄
中�
名
は
清
華
�
一
八
九
四
�

一
九
七
八
�
銀
行
家
・
北
の
周
叔
弢
と
並
び
南
陳
北
周
と
称
さ
れ

た
�
詳
細
は�
祁
陽
陳
澄
中
蔵
書
�
二
〇
〇
四
・
中
国
嘉
徳
伯
買
公

司
参
照
�
の
蔵
書
に
つ
い
て
�
上
海
図
書
館
等
に
分
蔵
さ
れ
る
も
の

と
併
せ
た
全
体
像
の
復
元
研
究
が
始
ま
る
な
ど
�
様
々
な
テ
�
マ
に

つ
い
て
�
今
後
発
展
す
る
分
野
と
な
ろ
う
�
欧
州
や
日
本
近
代
の
流

動
に
つ
い
て
も
�
京
大
人
文
研
の
高
田
教
授
が
す
で
に
相
当
の
研
究

蓄
積
を
持
�
て
い
る
が
�
米
国
に
於
け
る
こ
の
分
野
の
研
究
も
こ
う

し
た
目
録
の
発
刊
に
よ
�
て
�
盛
ん
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
�
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ハ
�
バ
�
ド
燕
京
図
書
館
の
沈
氏
の
著
録
に
も
す
で
に
豊
富
な
日
本

の
蔵
書
印
が
現
れ
て
い
る
�
該
館
の
漢
籍
は
�
東
大
東
文
研
の
大
木

教
授
に
よ
る
と
�
山
本
書
店
の
請
求
書
が
遺
�
て
い
る
な
ど
�
相
当

日
本
か
ら
流
入
し
て
い
る
痕
跡
が
窺
え
る
と
い
う
�
こ
の
ひ
ろ
が
り

を
鑑
み
て
も
�
世
界
に
点
在
す
る
漢
籍
移
動
の
歴
史
の
研
究
な
く
し

て
は
�
中
華
文
明
の
研
究
も
�
ひ
と
味
足
り
な
い
も
の
に
な
�
て
し

ま
う
と
考
え
る
の
は
私
だ
け
で
あ
ろ
う
か
�

　

今
関
天
彭
に
つ
い
て
は
��
東
方
学
�
第
三
三
号�
一
九
六
七
・
東

方
学
会
�
の�
学
問
の
思
い
出
�
に�
今
関
天
彭
先
生
を
囲
ん
で
�
と

い
う
記
事
が
あ
る
が
��
東
洋
文
化
�
復
刊
第
二
七
号�
一
九
七
二
・

無
窮
会
�
の�
先
師
片
影
�
に
國
廣
壽
氏
の
略
伝
・
著
述
一
覧
が
あ

り
�
詳
細
を
極
め
て
い
る
�
名
は
壽
麿
�
一
八
八
二
年
千
葉
県
生
ま

れ
�
一
九
七
一
年
没
�
享
年
八
八
歳
�
石
川
鴻
斎
門
下
��
国
民
新

聞
���
国
民
雑
誌
�
の
記
者
を
経
て
�
一
九
一
八
年
か
ら
北
京
在
住
�

中
国
の
学
者
文
人
と
交
流
し
�
政
治
家
の
顧
問
と
も
な
り
�
日
本
を

代
表
す
る
中
国
通
の
一
人
で
あ
�
た
�
戦
後
は
小
倉
正
恒
の
出
資
に

よ
る
雑
紙�
雅
友
�
を
主
宰
し
た
�
若
く
し
て
��
東
京
市
内
先
儒
墓

田
録
�
�
一
九
一
三
・
政
教
社
�
を
著
し
�
森
�
外
の
絶
賛
を
受
け

た
��
宋
元
明
清
儒
学
年
表
��
一
九
一
九
・
自
刊
�
は
最
近
中
国
で

も
影
印
さ
れ
た
�
そ
の
他
�
中
国
の
学
術
を
記
し
た
小
文
は
数
え
切

れ
ず
�
内
容
は
今
も
色
あ
せ
な
い
�
漢
詩
研
究
は
日
本
中
世
の
五
山

文
学
か
ら
江
戸
・
明
治
に
及
び
�
自
ら
も�
天
彭
詩
集
��
一
九
六
二
・

雅
友
社
�
な
ど
を
著
し
て
い
る
�
國
廣
氏
に
よ
れ
ば
�
北
京
で
一
〇

万
巻
も
の
書
物
を
購
入
し
た
と
い
う
�
そ
の
後
�
蔵
書
は
三
井
文
庫

に
寄
託�
北
京
で
は
三
井
の
庇
護
を
受
け
た
�
さ
れ
�
バ
�
ク
レ
イ
に

移
�
た
の
で
あ
�
た
�
ま
た
一
部
は
名
古
屋
の
鶴
舞
図
書
館
に�
深

山
文
庫
�
と
し
て
遺
る
��
加
州
大
学
バ
�
ク
レ
イ
校
所
蔵
江
戸
版
本

書
目
�
�
岡
雅
彦
等
編
・
一
九
九
〇
・
ゆ
ま
に
書
房
�
に
今
関
氏
の

蔵
印
の
写
真
が
あ
�
た
が
�
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